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未来を自らつくりだす人を
育てるために─新学部設立の背景と意義

特集



国
際
文
化
学
部
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
必
修
。

今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
や
モ
ノ
に
触
れ
る
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２
０
２
１
年
４
月
、
京
都
精
華
大
学
は
新
た
に
２
つ
の
学
部
を
開
設
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
を
見
つ
め
、
体
験
的
に
学
ぶ
「
国
際
文
化
学
部
」
と
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
新
し
い
表
現
を
追
求
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
」。

共
通
す
る
目
標
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」。

未
来
を
自
ら
つ
く
り
だ
す
人
間
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
学
部
設
置
の
背
景
と
ね
ら
い
を
、
本
学
理
事
長
・
石
田
涼
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

未
来
を
自
ら

つ
く
り
だ
す
人
を

育
て
る
た
め
に

 

│
新
学
部
設
立
の
背
景
と
意
義

特
集

「
２
０
５
０
年
の
世
界
」
を

見
据
え
た
２
つ
の
新
学
部

　
「
誰
か
が
つ
く
っ
た
ル
ー
ル
や
、
今
あ
る
枠

組
み
の
な
か
で
右
往
左
往
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
自
身
で
新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を
構
想
し
、

つ
く
り
出
し
て
い
け
る
よ
う
な
人
間
を
育
て
て

い
き
た
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
本
学
の
建
学
理
念

で
あ
る
『
自
由
自
治
』
を
体
現
す
る
、
自
由
な

人
間
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
石
田
理
事
長
は
、
２
０
２
１
年
か
ら
新
し
く

２
つ
の
学
部
を
設
置
す
る
目
的
に
つ
い
て
そ
う

語
り
ま
す
。

　
視
線
の
先
に
あ
る
の
は
、
大
き
く
変
化
し
て

い
く
世
界
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
向
、
そ
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）や
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

を
中
心
と
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
。
今
か

ら
約
30
年
後
の
２
０
５
０
年
と
い
う
未
来
を
見

据
え
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に
対
応
で
き
る
大

学
教
育
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
世
界
の
人
口
分
布
。
日
本
は
２

０
５
０
年
に
９
５
１
５
万
人
と
、
１
億
人
を
切

り
、
高
齢
化
率
が
４
割
に
達
す
る
一
方
、
働
く

世
代
や
子
供
の
数
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
フ

リ
カ
・
ア
ジ
ア
の
人
口
は
増
え
続
け
、
経
済
成

長
率（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）で
見
て
も
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

エ
ジ
プ
ト
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
諸

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
上
位
を
占
め
る
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
口
動
態
に
応
じ
て
、
生

産
や
消
費
や
労
働
な
ど
、
経
済
活
動
の
中
心
も

移
り
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
世
界
の
企
業
の
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、

平
成
元
年
に
は
上
位
を
独
占
し
、
50
位
以
内
に

30
社
以
上
が
入
っ
て
い
た
日
本
企
業
は
、
そ
の

後
の
30
年
で
ト
ヨ
タ
自
動
車（
35
位
）だ
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
や
買
収
な
ど
で
名
前
が

消
え
た
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
大
き
な
企

業
や
組
織
に
入
れ
ば
安
心
と
い
う
時
代
は
も
は

や
完
全
に
去
り
、
再
び
そ
う
い
う
時
代
が
来
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
仕
事
や
価
値
や
表

現
を
生
み
出
し
て
、
社
会
を
変
え
て
い
く
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
力
が
必
要
に
な
る
の
で
す
」。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
。
２
つ
の
学
部
が
め
ざ

す
教
育
の
方
向
性
か
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

欠
か
せ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
を

つ
な
ぐ
「
国
際
文
化
学
部
」

　
ま
ず
「
国
際
文
化
学
部
」
は
、
現
在
の
人
文

学
部
を
改
組
し
て
設
置
し
、
２
つ
の
学
科
を
設

け
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
に
重
点
を
置
き
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
を
見
通
す
力
を
養
う

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
」
と
、
日

本
の
文
学
・
歴
史
・
社
会
・
文
化
を
研
究
対
象

と
し
、
日
本
や
京
都
へ
の
理
解
を
深
め
る
「
人

文
学
科
」。
い
ず
れ
も
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
通
し
た
体
験
型
の
実
践
的
な
学
習

が
特
色
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
人
文
学
部
で
も
、

30
年
前
の
学
部
開
設
時
か
ら
伝
統
的
に
半
年
間

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
も
う
一
度
、
は
っ
き
り
と
打
ち
出

す
意
味
を
、
石
田
理
事
長
は
こ
う
語
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
た

時
代
に
は
、
知
識
や
情
報
だ
け
な
ら
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
で
得
ら
れ
る
。
で
は
、
大
学
の
使
命

と
は
何
か
。
そ
れ
は
今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の

な
い
も
の
に
出
会
う
場
所
で
あ
る
こ
と
、
未
知

な
る
世
界
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
や
本
か
ら
は
わ
か

ら
な
い
現
場
の
に
お
い
や
空
気
感
を
、
五
感
を

働
か
せ
て
理
解
す
る
。
そ
こ
か
ら
研
究
を
深
め

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
「
国
際
文
化
」
と
名
前
の
付
く
学
部
は
数
多

く
あ
っ
て
も
、
京
都
精
華
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
の
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
に
重
点
を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か

ら
総
合
的
に
学
べ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で
は
ま

だ
ほ
と
ん
ど
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
両
地

域
で
大
学
間
連
携
や
交
換
留
学
を
す
る
提
携
校

を
開
拓
中
で
、
こ
こ
で
は
西
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ

共
和
国
出
身
の
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
学
長
の
存
在
も

強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
め
ば
、
人
や
モ

ノ
や
情
報
の
国
境
を
越
え
た
移
動
が
活
発
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
日
本
へ
来
る
外
国
人
も

増
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
本
や
京
都
と
い
う

足
も
と
の
歴
史
や
文
化
を
掘
り
下
げ
、
伝
統
産

業
か
ら
マ
ン
ガ
な
ど
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で

深
く
理
解
し
た
う
え
で
情
報
発
信
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
、
つ
ま
り
、
ロ
ー
カ
ル
と

グ
ロ
ー
バ
ル
を
つ
な
ぐ
力
が
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
ま
す
。
人
文
学
科
は
、
こ
の
要
請
に
応
え
ら

れ
る
人
を
育
て
ま
す
。

　
「
日
本
語
教
師
の
資
格
を
取
得
し
や
す
く
な

る
科
目
群
も
全
学
共
通
で
置
い
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
世
界
へ
出
て
行
き
、
交

流
す
る
ツ
ー
ル
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
京
都
精
華
大
学
の
国
際
文
化
学
部
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
両
方
の
視
点
か
ら
、
多
様

化
す
る
社
会
や
文
化
を
見
つ
め
、
常
に
世
界
へ

と
開
か
れ
た
教
育
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
す
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
育
て
る

「
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
」

　
一
方
の
「
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
」
は
、
現
在

の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
学
部
を
発
展
さ
せ

る
形
で
設
置
。
学
科
は
1
つ
で
、
２
年
生
か
ら

メ
デ
ィ
ア
情
報
・
イ
メ
ー
ジ
表
現
・
音
楽
表
現

の
３
つ
の
専
攻
に
分
か
れ
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
と

コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
野
で
新
し
い
価
値
を
創
造
す

る
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」
を
育
成
し
た
い
と
石
田

理
事
長
は
語
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か

に
つ
い
て
、
象
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し

て
説
明
し
ま
す
。

　
１
９
０
０
年
代
の
初
頭
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

道
路
に
は
馬
車
が
列
を
な
し
て
走
っ
て
い
ま
し

た
が
、
十
数
年
後
に
は
、
そ
れ
が
す
っ
か
り
自

動
車
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
変
化
を
も
た
ら

し
た
自
動
車
王
の
フ
ォ
ー
ド
は
言
っ
た
そ
う
で

す
。「
も
し
も
大
衆
に
、
よ
り
速
く
移
動
す
る

た
め
に
何
が
欲
し
い
か
尋
ね
た
ら
『
馬
車
を
二

頭
立
て
か
ら
四
頭
立
て
に
し
て
ほ
し
い
』
と
答

え
た
だ
ろ
う
」
と
。
つ
ま
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、「
今
あ
る
物
を
改
良
す
る
」
の
で
は

な
く
、「
ま
っ
た
く
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
」

こ
と
だ
と
い
う
話
で
す
。

　

世
の
中
の
暮
ら
し
や
常
識
を
変
え
る
に
は

「
飛
躍
的
な
、
別
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
る
発
想
」

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
ら
考
え
出
せ
る
人

を
育
て
た
い
と
石
田
理
事
長
は
言
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
で
は
、
複
数

の
分
野
の
知
識
や
技
術
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
中
心
と
し

た
工
学
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
の
科
目
、
メ

デ
ィ
ア
や
社
会
の
構
造
を
理
解
す
る
社
会
学
系

の
科
目
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
育
て
る

ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
系
の
科
目
、
そ
れ
に
、
企

業
と
連
携
し
て
実
践
的
に
学
ぶ
経
営
学
系
の
科

目
な
ど
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柱
で
す
。

今後人口の大幅な増加が予測されるアフリカ、アジア
（UNITED NATIONS, World Population Prospects 2019 を基に作成）
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メディアとコンテンツに関する幅広い
知識とビジネス感覚を身につけた、
新しい価値を創造するクリエイターを
育てます。1年次にメディアや最先端
テクノロジーの基礎を理解した上で、
2年次以降は「メディア情報」「イメー
ジ表現」「音楽表現」の3専攻に分か
れます。現代社会をリサーチする力、
音楽や動画といったコンテンツ制作
の技術、これからの時代の表現を可
能にするプログラミング、AIなどの技
術を身につけるとともに、企業とのコ
ラボなど実践的なプログラムを導入
して創造性をビジネスに活かす力を
鍛えます。

体験的な学修を通して日本や京都の
文化の理解を深めます。1年次には
日本の文学、歴史、社会、文化への
理解を深め、文化を構成する要素と
現代社会の成り立ちを理解しながら
興味のあるテーマや専攻をしぼります。
2年次以降は、「文学」「歴史」「社会」
「日本文化」の4専攻に分かれて学び
を深めます。3年次にはキャンパスを
離れ、半年間のフィールドワークを実
施。自分の興味や関心に従って国内
を中心に自由に滞在先を選び、自主
的な研究活動を体験します。自国の
文化を知ることで、グローバル化する
社会のなかで世界に向き合います。

地域の文化や暮らしに大きな影響を
与えるグローバル化について多様な
側面から考察する学科です。近年さ
まざまな面で世界から注目される、ア
ジア・アフリカ地域に重点を置いて学
び、これからの世界を見通す力を養
います。1年次にグローバル社会や文
化の基礎知識を得ると同時に、短期
フィールドワークを経験します。2年次
以降は「グローバル関係」「グローバ
ル共生社会」「アフリカ・アジア文化」
の3専攻に分かれ専門的に学びます。
3年次には各自のテーマにもとづい
た半年間の海外フィールドワークで、
自分の研究を深めます。

グローバルスタディーズ学科人文学科メディア表現学科

メディア表現学部 国際文化学部

新学部を加えた5学部を横断しながら学ぶ、従来の学問分野にとらわれない学位プログラムを新設。より良い暮らしやライフ
スタイル、都市や社会環境を創造するクリエイターをめざして、学部をこえて居住空間やコミュニティなどの生活環境、地球環
境等を学び、建築・都市研究の面から現代社会の諸問題解決に取り組みます。

取得できる資格　一級建築士（受験資格）／二級建築士（受験資格）

学部横断型学位プログラム

人間環境デザインプログラム

国際文化学部

メディア表現学部
芸術学部
デザイン学部

マンガ学部

人間環境デザインプログラム

人文学科
グローバルスタディーズ学科
メディア表現学科
造形学科
イラスト学科
ビジュアルデザイン学科
プロダクトデザイン学科
建築学科
マンガ学科
アニメーション学科

文学／歴史／社会／日本文化
グローバル関係／グローバル共生社会／アフリカ・アジア文化
メディア情報／イメージ表現／音楽表現
洋画／日本画／立体造形／陶芸／テキスタイル／版画／映像
イラスト
グラフィックデザイン／デジタルクリエイション
プロダクトコミュニケーション／ライフクリエイション／ファッション
建築
カートゥーン／ストーリーマンガ／新世代マンガ／キャラクターデザイン
アニメーション

メディア表現学部は、テクノロジーを駆使し、創造性をビジネスに結びつ
ける人材を養成

　
Ｉ
Ｔ
関
連
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
学
ぶ
工
学
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
の
授
業
は
、
理
数
系
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
教
員
に
就
任
予
定

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
第
一
人
者
に
よ
れ

ば
、
必
ず
し
も
高
い
レ
ベ
ル
の
数
学
的
な
力
が

要
求
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
心
者

や
数
学
が
苦
手
な
人
も
、
問
題
な
く
学
べ
る
教

育
方
法
を
用
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
専
門
家
も
就
任

予
定
で
、
こ
の
分
野
に
特
化
し
て
、
よ
り
深
く

学
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
基
礎
づ
け
る

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

　
た
だ
、
こ
こ
で
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
単
に

コ
ン
テ
ン
ツ
や
メ
デ
ィ
ア
の
制
作
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

ソ
フ
ト
の
扱
い
に
習
熟
し
、
求
め
ら
れ
た
も
の

を
つ
く
る
だ
け
で
は
、
先
の
例
に
挙
げ
た「
馬

車
の
馬
を
増
や
す
」
こ
と
と
同
じ
で
す
。
そ
う

で
は
な
く
、
本
質
的
な
課
題
は
何
か
を
つ
か
み
、

解
決
方
法
を
構
想
で
き
る
人
を
ど
う
育
て
る
か
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ

ン
に
基
づ
く
発
想
力
と
思
考
力
で
す
。

　
「
今
、
国
際
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
塩
田
千

春
さ
ん
と
い
う
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
い
ま
す
。

彼
女
は
本
学
の
洋
画
コ
ー
ス
の
卒
業
生
で
す
が
、

学
生
の
時
に
油
絵
で
は
な
く
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
追
求
し
て
き
ま

し
た
。
手
法
や
形
式
で
は
な
く
、
人
間
の
感
情

に
根
源
的
に
訴
え
る
も
の
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

彼
女
の
作
品
は
、
あ
れ
だ
け
の
人
気
を
集
め
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
『
あ
い
ち

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
』
を
め
ぐ
る
事
件
も
あ
り
ま

し
た（
展
示
作
品
の
一
部
に
抗
議
が
殺
到
し
て

展
示
が
一
時
中
止
さ
れ
、
国
の
補
助
金
が
事
後

的
に
不
支
給
と
な
っ
た
）。
ア
ー
ト
と
は
、
狭

い
意
味
の
美
術
手
法
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

い
。
国
家
や
社
会
の
価
値
観
を
揺
さ
ぶ
る
ほ
ど

の
問
題
提
起
を
す
る
力
が
あ
る
の
で
す
」。

　
デ
ザ
イ
ン
も
同
様
で
す
。

　
「
一
般
に
デ
ザ
イ
ン
と
言
え
ば
、
き
れ
い
な

形
を
整
え
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は

『
ス
タ
イ
リ
ン
グ
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
本

来
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で

す
。
既
存
の
手
法
を
使
っ
て
上
手
に
作
品
を
ま

と
め
る
の
で
は
な
く
、
本
当
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
発
想
と
、
作
品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る

力
が
必
要
な
の
で
す
」。

　
石
田
理
事
長
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

の
言
葉
を
引
き
ま
す
。「
わ
れ
わ
れ
は
常
に
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
交
差
点

に
立
と
う
と
し
て
き
た
」。

　
こ
れ
は
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を
含
む
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
の
復
権
を
全
学
で
掲
げ
る
本
学
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
も
合
致
し
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
表
現

学
部
も
、
国
際
文
化
学
部
も
、
こ
う
し
た
思
想

の
も
と
に
誕
生
す
る
の
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

起
業
を
支
援

　
で
は
、
新
学
部
で
学
ん
だ
学
生
に
は
、
ど
ん

な
進
路
が
想
定
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
国
際
文
化
学
部
で
あ
れ
ば
、
国
際
的
な
企
業

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ま
た
観
光
や
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
関

連
へ
の
就
職
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
表

現
学
部
な
ら
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ

ネ
ス
や
広
告
制
作
の
企
業
、
あ
る
い
は
、
起
業

家
と
し
て
独
立
す
る
道
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
進
路
が
考
え
ら
れ
る
な
か
で
、

大
学
が
特
に
力
を
入
れ
て
支
援
し
た
い
の
は

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
だ
と
い
い
ま
す
。

社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
自
ら
起
業
し
、

世
界
や
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
よ
う
な
働

き
方
で
す
。

　
地
球
規
模
で
見
れ
ば
、
貧
困
や
格
差
が
深
刻

化
し
、
環
境
破
壊
が
進
み
、
紛
争
や
差
別
が
な

く
な
ら
な
い
と
い
っ
た
課
題
を
人
類
は
抱
え
て

い
ま
す
。
国
内
を
見
て
も
、
冒
頭
に
挙
げ
た
よ

う
に
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
で
地
域
が
衰
退

し
、
都
市
部
で
も
貧
困
や
格
差
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
近
年
頻
発
す
る
災
害
は
地
球
温
暖

化
の
影
響
と
も
言
わ
れ
、
環
境
問
題
も
他
人
事

で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
世
界
的
・
社
会
的
課
題
を
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
寄
付
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
投
資

を
呼
び
込
ん
で
事
業
化
し
、
持
続
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
、
つ
ま
り
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立

た
せ
る
起
業
家
が
今
、
若
い
世
代
を
中
心
に
増

え
て
い
ま
す
。

　
「
国
境
を
越
え
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
、
Ｉ
Ｔ
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

力
は
欠
か
せ
な
い
。
新
学
部
で
は
そ
の
点
を
強

化
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ（
起
業
）を
支
援
し
て

い
け
れ
ば
」。

　
ま
た
、
新
学
部
開
設
と
同
時
に
、
学
部
横
断

型
の
「
人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も

開
設
。
こ
こ
で
は
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
の
解

決
に
、
建
築
・
都
市
研
究
の
面
か
ら
取
り
組
み

ま
す
。

◇

　
２
０
５
０
年
の
世
界
を
見
据
え
、
こ
れ
か
ら

の
学
生
た
ち
に
は
「
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
」
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
石
田
理
事
長
は
言
い
ま
す
。

新
し
い
価
値
観
と
行
動
で
社
会
に
変
化
を
も
た

ら
す
存
在
に
な
れ
、
と
い
う
願
い
で
す
。
同
時

に
「
私
た
ち
京
都
精
華
大
学
自
身
が
チ
ェ
ン
ジ

メ
ー
カ
ー
で
あ
り
続
け
な
い
と
い
け
な
い
」
と
。

　
２
０
２
１
年
に
開
設
さ
れ
る
２
つ
の
新
学
部

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
し
て
き
た
精
華
の
新

た
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

2021年4月、未来を創造する表現の大学にふさわしい新学部が始動。
社会と人間のこれからを見つめ、イノベーションをもたらす人間を育てます。

社会に変化をもたらす 2 つ の 新 学 部

■２０２１年度からの学部構成
NEW

NEW

NEW
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前
回
の
卒
展
は

　
　  

い
か
が
で
し
た
か
。

　
前
回
は
会
場
を
京
都
市
美
術
館
か
ら
学

内
に
変
更
し
た
2
回
目
に
あ
た
り
、
よ
り

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
が
多
く
登
場
し
ま

し
た
。

　
規
定
の
展
示
場
所
以
外
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ペ
ー
ス
、
例
え
ば
屋
外
の
池
の
周
り
や

通
路
に
展
示
し
た
い
と
い
う
学
生
も
多
く
、

場
所
と
作
品
が
響
き
あ
う
展
示
が
印
象
的

で
し
た
。
あ
る
学
生
は
交
渉
の
末
、
芸
術

学
部
の
教
員
の
研
究
室
に
あ
る
も
の
全
て

を
丸
ご
と
赤
い
ニ
ッ
ト
で
覆
う
こ
と
で
、

場
を
変
容
さ
せ
る
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
各
学
生
に
振
り
分
け
ら
れ
る

ス
ペ
ー
ス
も
広
く
な
っ
た
の
で
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
作
品
も
増
え
ま
し
た
。
陶
芸

の
学
生
と
日
本
画
の
学
生
と
が
一
つ
の
教

室
で
展
示
し
て
、
専
攻
を
越
え
た
表
現
の

共
鳴
を
み
せ
る
試
み
や
、
身
の
回
り
に
あ

る
何
気
な
い
ア
イ
テ
ム
を
利
用
し
て
見
る

人
の
感
覚
や
価
値
観
を
揺
さ
ぶ
る
「
日
常

の
魔
法
」
と
い
え
る
よ
う
な
、
ユ
ニ
ー
ク

な
作
品
も
登
場
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

学
生
が
来
場
者
に
作
品
の
説
明
を
行
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
場
面
も
み

ら
れ
ま
し
た
。
主
な
成
果
物
が
論
文
と
な

る
人
文
学
部
で
は
、
論
文
集
を
置
い
て
お

く
だ
け
で
な
く
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
書
籍

や
資
料
を
セ
レ
ク
ト
し
て
一
緒
に
展
示
す

る
な
ど
、
来
場
者
に
よ
り
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。　

　
　  

今
回
の
課
題
と
抱
負
を

　
　  

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
３
回
目
の
学
内
開
催
と
い
う
こ

と
で
、
さ
ら
に
思
い
が
け
な
い
発
想
の
展

示
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
生
た
ち
が
自
ら
考
え
、
準
備

し
、
創
作
し
た
作
品
を
、
よ
り
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
い
、
来
場
者
の
方
々
と
交
流

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
学

生
に
と
っ
て
は
セ
イ
カ
で
学
び
考
え
た
こ

と
を
、
誰
か
に
伝
え
る
と
て
も
良
い
機
会

だ
と
思
い
ま
す
か
ら
。
そ
の
た
め
に
、
昨

年
以
上
に
会
場
の
導
線
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
改
善
し
て
、
よ
り
見
て
回
り
や

す
い
展
覧
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
来
場
者
の
期
待
を
上
回
る
よ
う
な
、
ま

学
生
た
ち
の
4
年
間
の
集
大
成
と
な
る
作
品
が
揃
う
卒
業
・
修
了
発
表
展
。

2
0
1
7
年
度
以
降
は
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

監
修
を
担
当
す
る
、
吉
岡
恵
美
子
副
学
長（
芸
術
学
部
教
員
）に
、

前
回
の
成
果
と
今
年
度
の
見
ど
こ
ろ
を
聞
き
ま
し
た
。

た
学
生
た
ち
の
卒
業
後
の
活
動
や
仕
事
に

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
、
意
義
深
い
展

覧
会
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
　  

鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
卒
業
・
修
了
発
表
展
は
、
自
分
の
表
現

を
他
者
に
伝
え
る
た
め
の
、
在
学
中
最
後

に
し
て
最
大
の
機
会
で
す
。

　
約
7
0
0
名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
会
場
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

情
報
を
入
手
し
、
優
先
順
位
を
考
え
て
巡

ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
情
報
を
確
認
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
作
品
の
近
く
に
控
え
て
い

る
学
生
や
教
員
た
ち
に
、
作
品
の
意
図
な

ど
を
聞
い
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
場
所

が
持
つ
意
味
や
風
景
を
ガ
ラ
ッ
と
変
え
て

し
ま
う
タ
イ
プ
の
作
品
は
、
そ
の
場
所
の

元
の
姿
を
想
像
し
て
い
た
だ
く
と
楽
し
い

と
思
い
ま
す
。

QQ

Q 「
京
都
精
華
大
学
展
」の
舞
台
裏
か
ら

│
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す
る
卒
業・修
了
発
表
展
の
進
化
を
お
見
逃
し
な
く

京
都
精
華
大
学
展
2
0
2
0

開
催
案
内

2
0
2
0
年
2
月
12
日（
水
）〜
16
日（
日
）

10
時
〜
17
時

〔
場
所
〕京
都
精
華
大
学
　
※
入
場
無
料

体
育
館
を
含
め
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

校
舎
を
使
用
し
て
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

吉岡恵美子
教学担当副学長／

芸術学部教員
2014年まで金沢21世紀
美術館でキュレーターと
して勤務。展覧会レビュー
執筆等、批評活動も行う。
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卒業生イ ンタビュー
独自の道を歩む京都　　精華大学の卒業生に、

現在の活動や今後の夢、セ　　イカの思い出を伺いました。 

3人で体感した“遊び”を原点に
終わりのない変容を表現するのがヒスロム流

絵を描くことが好きだから
自由に楽しくいつまでも描き続けたい

イケガミ ヨリユキさん
Yoriyuki Ikegami

画家・イラストレーター
マンガ学部

2016 年卒業

セイカの思い出

卒展後コンテナに捨てられて
いた模型を見つけて「模型が
飛ぶ」撮影をしていました。

セイカの思い出

現在の画風はセイカ在学中に
確立。当時から独特な色づかい
が評価されていました。

デンマークからポーランドに運んだ「石」

独特の世界観が詰まった
作品集『PETALS』。

巻末には恩師からの寄稿文も

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
画
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
イ
ケ
ガ
ミ
ヨ
リ
ユ

キ
さ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
積
極
的
に
活
用
し
て
お
り
、

T
w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
に
は
８
万
を
超
え
る

フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
と
に
か
く

絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
イ
ケ
ガ
ミ
さ
ん

に
と
っ
て
、
絵
と
真
剣
に
向
き
合
う
仲
間
た
ち

と
出
会
え
た
セ
イ
カ
は
、
と
て
も
居
心
地
の
よ

い
場
所
で
し
た
。
在
学
中
に
教
わ
っ
た
先
生
か

ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。

「
制
作
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

絵
画
と
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
自
分
が
勝
手
に

思
い
込
ん
で
い
た
縛
り
か
ら
放
た
れ
て
、
も
っ

と
自
由
に
絵
を
描
く
こ
と
そ
の
も
の
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
ま
た
、
先
生
に
誘

わ
れ
て
展
示
会
に
足
を
運
ぶ
な
ど
の
経
験
を
重

ね
た
こ
と
で
、
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
ね
」
と
、

イ
ケ
ガ
ミ
さ
ん
。
卒
業
後
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で

の
活
動
を
選
択
し
た
の
も
、
作
家
と
し
て
活
躍

す
る
先
生
た
ち
の
姿
に
背
中
を
押
さ
れ
た
か
ら

で
す
。

　
現
在
は
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
す
る
ほ

か
、
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画

展
へ
の
出
品
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
C
D
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
、
ツ
ア
ー
グ
ッ
ズ
の
製
作
な
ど
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
個
展
を
訪
れ
る
人
と
の
交
流

を
通
じ
て
知
っ
た
の
は
、
自
分
の
絵
が
、
他
の

人
に
共
感
し
て
も
ら
え
る
喜
び
。
自
身
の
作
品

が
誰
か
の
部
屋
に
飾
ら
れ
、
そ
の
人
の
生
活
の

一
部
と
な
っ
て
共
に
時
間
を
過
ご
し
て
い
く
こ

と
を
想
像
す
る
と
、「
面
白
く
も
う
れ
し
く
も

あ
り
、
不
思
議
な
感
覚
」
だ
と
い
い
ま
す
。
最

近
は
S
N
S
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
仕

事
の
依
頼
な
ど
活
動
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
韓
国
で
個
展
を
開
催
し
ま
し
た
。「
わ

ざ
わ
ざ
日
本
語
で
書
い
た
手
紙
を
持
っ
て
個
展

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
人
も
い
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。
た
と
え
言
葉
は
違
っ
て
も
感
情
は
共

通
す
る
部
分
が
多
い
ん
だ
な
と
感
じ
ま
す
」
と
、

作
品
を
通
じ
て
生
ま
れ
る
交
流
も
楽
し
み
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
イ
ケ
ガ
ミ
さ
ん
に
今
後
の
展
望
を
聞

い
て
み
る
と
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。「
絵
を
描
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
そ
れ
が
一
番
う
れ
し
い
」。

　
美
術
館
で
の
展
覧
会
を
は
じ
め
、
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
分
野
で
も
活
動
を
行
う
３
人
組

の
グ
ル
ー
プ
「
ヒ
ス
ロ
ム
」。
結
成
の
き
っ
か

け
は
、
セ
イ
カ
で
出
会
っ
た
加
藤
至
さ
ん
、
星

野
文
紀
さ
ん
、
吉
田
祐
さ
ん
が
、
あ
る
場
所
へ

通
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。「
僕
と
吉

田
君
は
、
地
元
で
大
規
模
な
街
づ
く
り
が
始

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
星
野
君
を
誘
っ
て

そ
こ
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
山
が
切
り

崩
さ
れ
、
見
慣
れ
た
景
色
が
刻
々
と
変
わ
っ
て

い
く
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
感
し
、
記
憶
に

留
め
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」（
加
藤
）。「
斜
面

に
耳
を
あ
て
る
と
ズ
ズ
ズ
と
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る

音
が
聞
こ
え
た
り
。
そ
の
時
に
し
か
体
験
で
き

な
い
こ
と
を
３
人
で
共
有
し
、
そ
れ
が
ヒ
ス
ロ

ム
の
原
点
に
な
り
ま
し
た
」（
吉
田
）。
そ
の
場

所
で
、
変
わ
り
ゆ
く
景
色
を
撮
影
し
た
映
像
を

発
表
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
が
本
格
的
な
活
動

の
始
ま
り
。
や
が
て
、
遊
び
を
通
し
て
身
体
と

土
地
の
関
係
を
探
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
イ
※
」

を
各
地
で
実
践
す
る
よ
う
に
な
り
、
遊
び
場
の

記
憶
を
彫
刻
や
舞
台
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま

し
た
。「
今
も
３
人
で
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
三
人
三
様
の
考
え
を

一
つ
の
作
品
に
し
て
い
く
に
は
時
間
が
か
か
る

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
ら
広
が
る
一
方

で
終
わ
り
は
見
え
な
い
で
す
が
、
自
分
た
ち
が

納
得
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
星
野
）。

 

「
終
わ
ら
な
い
」「
焦
ら
な
い
」
は
、〝
遊
び
〞の

概
念
を
中
核
と
す
る
ヒ
ス
ロ
ム
ら
し
い
ス
タ
イ

ル
。
そ
ん
な
３
人
に
セ
イ
カ
の
魅
力
を
尋
ね
る

と
、
星
野
さ
ん
は
、
ず
っ
と
入
り
浸
れ
る
刺
激

的
な
楽
し
さ
、
吉
田
さ
ん
は
個
性
豊
か
な
人
と

の
交
流
、
加
藤
さ
ん
は
、
季
節
を
し
っ
か
り
感

じ
ら
れ
る
環
境
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
今
、
彼
ら
は
あ
る
「
石
」
と
の
偶
然
の
出
会

い
に
着
目
し
た
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動

さ
せ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
展
示
を
準
備
中
で
す
。

「
展
覧
会
に
は
セ
イ
カ
の
同
級
生
や
学
生
に
も

来
て
も
ら
い
た
い
。
皆
の
協
力
を
得
な
が
ら
一

緒
に
展
覧
会
が
創
れ
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
吉
田
）。

※

劇
団
維
新
派 

故
松
本
雄
吉
に
よ
る
呼
称
。

2009年結成。2012年第６回AACサウンドパフォーマンス道場で優秀賞を受賞
2018年「平成30年度京都市芸術文化特別奨励者」認定
2019年、ヒスロム初作品集『ヒスロム ヒステリシス/hyslom hysteresis』刊行

ヒスロム
hyslom

アーティストグループ
星野 文紀さん デザイン学部 建築専門分野 2009年卒業
吉田 祐さん デザイン学部 建築コース 2010年卒業
加藤 至さん 芸術学部 テキスタイルデザイン専門分野 2009年卒業

2016年の作品『夜は歌う』
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わ
た
し
た
ち
の
研
究
は
、
京
都
精
華
大
学
に

お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン（
あ
ら
ゆ
る
人
を
組
織
の
一
員
と
し
て
歓
待

す
る
こ
と
）に
関
す
る
現
状
把
握
と
、
学
生
か

ら
の
意
見
や
提
案
を
集
め
改
善
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
研
究
に
は
教
職
員
、

学
生
、
他
大
学
の
研
究
者
な
ど
異
な
る
立
場
の

6
名
が
参
加
し
て
お
り
、
出
身
も
日
本
、
カ
ナ

ダ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
さ
ま
ざ
ま
。

多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
メ
ン
バ
ー

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
生
か
し
て
、
多
角
的
な
視

点
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
京
都
精
華
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
一
人
ひ

と
り
の
個
性
に
あ
わ
せ
た
修
学
支
援
な
ど
に
大

学
全
体
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
多
様
な
違

い
を
認
め
合
い
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

日
々
尽
力
し
て
い
ま
す
が
、
留
学
生
と
日
本
人

学
生
の
交
流
促
進
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
、
改
善
す
べ
き
余
地
は
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。

　
研
究
活
動
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
や
先
行
事
例
の
調
査
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
を
対
象

に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
回
答
率
も
高
く
、

改
善
の
た
め
の
す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
現
状
把
握
と
交
流
促

進
の
た
め
の
場
づ
く
り
を
中
心
に
行
い
ま
す
が
、

今
後
は
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
の
活
用
に
も
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
分
と
似
て
い
る
人
と
ば
か
り
一
緒
に
い
る

と
、
だ
ん
だ
ん
「
同
じ
こ
と
が
当
た
り
前
」
に

な
っ
て
し
ま
い
、
異
な
る
価
値
観
に
触
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
自
分
と
は
違
う
技
術

や
経
験
を
持
っ
た
人
た
ち
が
周
り
に
い
る
環
境

は
、
よ
り
優
れ
た
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
や
す
い
も
の
で
す
。
学
生
が
「
こ
の
大
学
で

学
べ
ば
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

感
じ
ら
れ
る
、
よ
り
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り

に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
調
査
・
研
究
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

木
野
か
ら

ヤ
ッ
ホ
ー

●『京都精華大学における、“GLOBALな視点”から導く環境整備について』 新井清一（デザイン学部）
●『アフリカ・アジア現代文化研究推進のための国内研究ネットワーク構築』 上田修三（事務局）
●『伝統工芸の特色を生かしたファッションにおける魚革の活用についての研究
　（欧州委員会「ホライズン２０２０」獲得の多国間産学連携共同研究「FISHSKINプロジェクト」の一環として）』 小北光浩（ポピュラーカルチャー学部）
●『大学機関における芸術図書館員養成の検討―学内関連機関と一体となった実践プログラムの検証と学内での蓄積・共有』 佐々木美緒（人文学部）
●『留学生のための日本語学修支援のあり方に関する研究』 住田哲郎（マンガ学部・共通教育機構）
●『新コミュニケーションツール「キャンパス通貨」流通に関する実証実験プロジェクト』 関口正春（事務局）
●『人文学部CASA２年目の実践―ラーニング・コモンズ、カフェ、起業、イベントなど多様な取り組みの検討と検証―』 田村有香（人文学部）
●『過去の卒業制作のライブラリ制作及び、卒業生データベース作成 また、これらの運用内容の研究』 辻田幸廣（マンガ学部）
●『台所プロジェクト―IC３リノベーション計画』 豊永政史（デザイン学部）
●『建築資材の再活用に関する研究』 葉山勉（デザイン学部）
●『精華大学における物販・展示・イベントをベースにしたコモンズ形成の研究』 宮永甲太郎（芸術学部）
●『アートシンキングとデザインシンキングの融合／「セイカメソッド」の研究開発』 森原規行（デザイン学部）
●『全学初年次学生を対象にした「大学入門」科目の授業デザインの妥当性とその教育効果に関する定性的・定量的研究
　―学部横断型初年次教育を通した新入生の大学適応にフォーカスして―』 山田創平（人文学部）
●『「心理教育」によるダイバーシティ推進についての研究―心理的問題や発達障害についての理解促進を目指して―』 山本有恵（学修支援センター）

研究報告

京都精華大学におけるダイバーシティと
インクルージョン実態調査研究

京
都
精
華
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
に
つ
い
て
、
教
員
が
活
動
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
２
０
１
９
年
度
の
学
長
指
定
課
題
研
究（※

）か
ら
、
学
内
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
向
け
て

共
同
研
究
を
お
こ
な
う
テ
ィ
ー
タ
ー
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
・
ル
イ
ー
ズ
先
生
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
学
長
が
指
定
す
る
特
定
の
課
題
・テ
ー
マ
に
則
し
た
先
進
的
な
共
同
研
究
を
推
進
す
る
制
度

あ
の
先
生
元
気
か
な…

？

そ
う
思
っ
て
い
る
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ
、

セ
イ
カ
の
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

2006年に芸術学部造形学科の映像
コースに就任して以来、あっという間に
14年の時が経ちました。その間情報メ
ディア環境は様変わりし、映像とアートの
関係も大きく変わりました。映像制作で使
われるメディアやソフトウェアも多様化し
て、日々大きな変動を続けています。映像
専攻や大学院を希望する学生も年々増え
ています。世界各国からの留学生も加
わって、国際化がどんどん進んでいます。
相変わらず東京と京都の行き来をしなが
ら授業と研究・制作を行っている私です
が、2020年3月にはついに卒業です。こ
こから巣立っていった卒業生のみなさん
の顔を懐かしく思い出し、また誇らしく思
います。頑張ってください。

日本各地で大きな災害が続きますが、みな
さんお変わりありませんか。ところで、京都
ではかつて五山のほかにも、いくつか送り
火がありました。本学に近い市原の山にも、
明治の頃まで「い」の送り火があったこと
を知っている人もいるかと思います。
昨年、その送り火が別の山にあったとの説
を京都大学の研究者が発表し、ネットでも
話題になりました。私は、地元市原の方々
も困惑したその珍説を検証して、まともな
根拠が何もないことを明らかにし、本学の
夏の公開講座でお話ししました。
困った珍説発表でしたが、それを検証する
過程で、より古い時代には、明治頃までの
ように山の上方ではなく、もっと下にその
送り火があった可能性が見えてきました。

私の大学の勤めも残すところあと半年に
なりました。2020年1月8日に開催され
ることが決定した「最終講義」が、今一番
の私の課題です。「アセンブリーアワー講
演会」のなかで最終講義ができることに
なりましたので、卒業生のみなさんにも聞
いていただけるかと思います。
思わずも長い間、京都精華大学に身を置
くこととなり、純粋に漫画家だけをしていた
期間が30年間、大学で教鞭をとっていた
のが20年間です。そう考えてみると、ずい
ぶん長かったなあと感慨深いです。
その間、何百人もの卒業生が巣立って行
きましたが、韓国からも「最終講義に行き
ます！」と言ってもらえることは、本当に嬉
しいことですね。

消えた送り火のこと、
研究を続けています。

思えば、セイカに来てから
長い時間が経ちました。

みなさんの顔を思い出しては、
誇らしい気持ちになります。

小椋 純一
人文学部 歴史専攻

竹宮 惠子
大学院 マンガ研究科

相内 啓司
芸術学部 映像専攻

3 1

2

1.全集『い（ま）え IN-BETWEEN』
　2020年3月に出版記念＋新作上映会を開催予定です（相内）
2.最終講義で待っています（竹宮）
3.上が「い」の送り火のあった向山（左京区静市市原町）
　下は新たに見えてきた古い時代の送り火の位置のＣＧです（小椋）

ティーター・ジェニファ・ルイーズ
（研究代表者／マンガ学部教員）
米国出身。2002年に来日。人種・民族や
ジェンダー、アイデンティティの問題への理解
を深める教育の方法を探求している。

学長指定課題研究一覧 （2019年度）
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アセンブリーアワー講演会
「サーカスのススメ、越境するススメ」
曽我大穂×スズキタカユキ×小野友資（聞き手）
2019年10月10日（木）　京都精華大学 友愛館アゴラ

瀬戸内国際芸術祭2019（秋会期）
「高見島プロジェクト」
2019年9月28日（土）～11月4日（月）　高見島各所

　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９
の
一

環
と
し
て
、
本
学
有
志
が
香
川
県
の
高

見
島
に
作
品
を
出
展
す
る
「
高
見
島
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
３
年
以
降
、

芸
術
祭
に
合
わ
せ
て
毎
回
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
も
芸
術
学
部
教
員
の
内
田

晴
之
を
中
心
に
、
幅
広
い
年
代
の
卒
業

生
、
在
学
生
が
作
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

　
展
示
会
場
は
島
内
の
空
き
家
。
島
の

方
々
の
協
力
の
も
と
１
年
以
上
か
け
て

家
屋
を
修
復
し
、
作
家
ご
と
に
ま
っ
た

く
異
な
る
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
で
も
あ
る
内
田

は
、
か
つ
て
島
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
た

除
虫
菊
を
用
い
て
島
の
再
生
を
思
わ
せ

る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。
ま

た
、
同
じ
建
物
の
１
階
部
分
は
小
枝
繁

昭
さ
ん（
美
術
科
１
９
７
3
年
卒
業
）の

花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
が
、
鮮
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

中
島
伽
耶
子
さ
ん（
芸
術
学
部
２
０

１
3
年
卒
業
）は
家
屋
に
無
数
の
穴
を

開
け
、
室
内
の
隅
々
に
ま
で
自
然
光
を

取
り
込
む
こ
と
で
、
鑑
賞
者
が
家
の
中

に
残
存
す
る
気
配
に
目
を
こ
ら
す
空
間

を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
屋
外
作
品
を
含
む
13
作
品

（
う
ち
11
作
品
が
新
作
）が
、
会
期
中
、

島
内
各
所
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、
場
所
の
記

憶
も
薄
れ
つ
つ
あ
る
高
見
島
。
作
家
た

ち
と
島
民
の
方
々
と
の
共
同
作
業
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
作
品
か
ら
は
、
島
の
新

た
な
記
憶
が
紡
ぎ
出
さ
れ
る
萌
芽
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

芸術を媒介に紡ぎ出される、島の新たな記憶

　
本
学
主
催
の
公
開
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、

ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ
ー
講
演
会
は
年
に

8
回
程
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
月

は
、
現
代
サ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
「
仕
立

て
屋
の
サ
ー
カ
ス
」
か
ら
音
楽
家
・
曽

我
大
穂
氏
と
服
飾
家
・
ス
ズ
キ
タ
カ
ユ

キ
氏
を
お
招
き
し
「
サ
ー
カ
ス
の
ス
ス

メ
、
越
境
す
る
ス
ス
メ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
聞
き
手
はYU

YBO
O
KS

代

表
の
小
野
友
資
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　
「
仕
立
て
屋
の
サ
ー
カ
ス
」
は
、
音

楽
、
光
、
布
を
駆
使
し
た
即
興
性
の
高

い
公
演
で
知
ら
れ
、
国
内
外
で
精
力
的

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
本
講
演
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
歩
み
を
記
録
映
像

と
と
も
に
紹
介
。
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
行

っ
て
き
た
公
演
を
振
り
返
り
、「
ダ
ン

ス
で
も
あ
り
、
演
劇
で
も
あ
り
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
も
あ
り
、
ラ
イ
ブ
で
も

あ
る
が
、
明
確
に
何
と
は
言
え
な
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
講
演
の
後
半
に
は
、「
仕
立
て
屋

の
サ
ー
カ
ス
」
で
制
作
・
運
営
を
担
当

す
る
、
本
学
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

学
部
出
身
の
て
し
ま
す
み
れ
さ
ん
も
登

壇
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
入
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
本
学
で
の
授
業
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
や
ジ
ャ
ン
ル
、
メ
デ
ィ
ア
を
越
境

し
、
ま
だ
名
前
も
つ
い
て
い
な
い
も
の

を
生
み
出
し
て
き
た
仕
立
て
屋
の
サ
ー

カ
ス
。
活
動
の
経
緯
や
、
環
境
を
飛
び

越
え
る
力
の
源
泉
を
垣
間
見
る
こ
と
の

で
き
た
、
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

国もジャンルも越えた幻想世界はいかに生み出されるか

「We-工芸から覗く未来」
京都精華大学伝統産業イノベーションセンター主催
2019年9月1日（日）　京都国際マンガミュージアム

「芸術実践と人権 
̶マイノリティ、公平性、合意について」
小泉明郎×遠藤水城×あかたちかこ×山田創平
2019年7月27日（土）　京都精華大学 明窓館 2F 201教室

　
2
0
1
9
年
7
月
、
人
権
を
視
野
に

入
れ
た
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
考
え
る
連
続
講
義
の
１
回
目
「
芸
術

実
践
と
人
権
―
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
公
平

性
、
合
意
に
つ
い
て
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
人
文
学
部
教
員
の

山
田
創
平
が
概
論
を
共
有
。
資
本
主
義

社
会
が
含
み
持
つ
「
中
心
と
周
縁
」
の

構
図
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、「
表
現
の
自

由
」
の
定
義
や
、
周
縁
か
ら
の
批
判
的

な
表
現
活
動
の
意
義
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
美
術
家
、
小
泉
明
郎
氏
の
プ

レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
映
像
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
の
暴
力
性
に
つ
い
て
触
れ

な
が
ら
、
他
者
が
被
写
体
と
な
る
映
像

作
品
を
制
作
す
る
時
の
倫
理
、
作
品
に

対
す
る
美
術
家
の
責
任
に
つ
い
て
、
自

作
を
例
に
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
遠
藤
水
城
氏

の
発
表
。
現
代
美
術
は
価
値
が
最
初
か

ら
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

を
強
調
し
つ
つ
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

技
術
を
政
治
的
な
正
し
さ
に
適
用
す
る

「
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
型
キ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
の
可
能
性
を
語
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
児
童
自
立
支
援
施
設
で

性
教
育
を
教
え
る
、
あ
か
た
ち
か
こ
氏

を
加
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
。「
合

意
」
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
や
、
美
術
教
育

と
倫
理
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
フ
ロ
ア

か
ら
も
質
問
が
発
せ
ら
れ
、
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
近
年
ま
す
ま
す
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
「
表
現
の
自
由
」
の
問

題
を
、
原
理
的
か
つ
具
体
的
に
再
考
す

る
意
義
深
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

アートの現場における、人権や「表現の自由」の問題を考える

　
ま
だ
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
た
９

月
は
じ
め
、
本
学
伝
統
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
W
e

-

工
芸
か
ら
覗
く
未
来
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
学
長

に
よ
る
開
催
挨
拶
の
後
、
伝
統
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
の
米
原
有

二
ら
本
学
教
員
に
学
外
ゲ
ス
ト
を
交
え
、

三
部
構
成
で
会
が
進
行
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、
本
学
が
世
界
の
研
究
者

と
取
り
組
む
魚
革
研
究
を
切
り
口
に
、

持
続
可
能
な
社
会
と
伝
統
産
業
の
関
わ

り
方
が
論
じ
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
テ
ー
マ
は
工
芸
。「
現
代

社
会
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る

の
か
」
や
「
工
芸
が
持
つ
自
然
と
人
と

を
つ
な
ぐ
可
能
性
」
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
三
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
工
芸
の

あ
り
方
を
め
ぐ
る
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

る
な
か
で
、
作
り
手
だ
け
で
は
な
く
林

業
や
漁
業
、
農
業
な
ど
、
も
の
づ
く
り

を
支
え
る
人
々
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く

こ
と
の
大
切
さ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
登
壇

者
や
来
場
者
が
熱
心
に
意
見
や
感
想
を

語
り
合
う
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
学
は
、
文
部
科
学
省
「
私
立
大
学

研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
の
支
援

対
象
校
に
選
定
さ
れ
、
伝
統
文
化
を
鍵

と
し
た
未
来
創
出
モ
デ
ル
を
開
発
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
催
し
は
、
こ
の
事
業

の
現
状
を
整
理
し
、
今
後
の
教
育
や
社

会
貢
献
活
動
に
活
か
す
た
め
の
足
が
か

り
と
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

これからの社会のあり方を、工芸から見つめなおす
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●最終講義「扉はひらく いくたびも」
2020年1月8日（水）
〔講師〕 竹宮惠子（本学教員／マンガ家）
〔場所〕 京都精華大学
〔問い合わせ先〕
京都精華大学 社会連携センター
☎075-702-5263

アセンブリーアワー講演会（2019年度後期）
※予約不要、入場無料、先着順

〔休館〕日・祝
〔時間〕10：00～18：00
●洋画コース安喜ゼミグループ展
　「みることに触れる、描くことの現在」
12月18日（水）～2020年1月6日（月） 

●タイカン後期学修成果発表2020
2020年1月22日（水）～1月24日（金） 

●2019年度「大学院1年生研究制作展（M1展）」
2020年1月28日（火）～2月1日（土） 

●修了発表展
2020年2月6日（木）～2月7日（金） 

ギャラリーフロール　※入場無料

2020年2月12日（水）～2月16日（日）
〔場所〕 京都精華大学

京都精華大学展（卒業・修了発表展）　※入場無料

2020年2月1日（土） ※詳細は決まり次第Webでお知らせします。
〔講師〕 いとうせいこう（作家・クリエイター）

岡本清一記念講座「日本と世界を考える」　

〔応募期間〕2020年1月8日（水）～2月23日（日・祝）
〔展示期間〕2020年3月20日（金）～3月25日（水）
https://award.kyoto-seika.ac.jp

セイカアワードは高校生の皆さんの自由な創作活動の応援と新しい
才能の発見を目的としたコンペティションです。

SEIKA AWARD 2020

ベルギー王国フランス語共同体政府
国際交流振興庁と本学が協定を締結

叡山電鉄鞍馬駅前広場のモニュメント「大天狗」のリニューア
ルデザインとして、マンガ学部キャラクターデザインコース2年生
の作品が選定され、2019年10月に晴れて完成披露式が挙
行されました。従来の「大天狗」は2002年の設置以来、本学
の学生や教職員からも親しまれてきましたが、老朽化に伴いリ
ニューアルされることに。叡山電鉄と本学の共同事業として
学生がデザインに取り組みました。また、台座の文字はマンガ
研究科教員の竹宮惠子が担当しています。「従来の大天狗の
イメージを踏襲しつつ、力強さの中に地域を見守る優しさや
あたたかさを表現」したという全高4mの「新・大天狗」。鞍馬
の魅力を広く伝えるための新たなモニュメントとして、鞍馬駅
前にお目見えしました。

京都精華大学は、ベルギー王国フランス語共同体政府国際
交流振興庁（以下WBI）より、日本とベルギーの学術・文化活
動の支援拠点を京都に開設するにあたり、その事務局を本学
内に設けてほしいとの協力要請を受けました。WBIとの協議を
経て、2019年9月、本学は要請の受け入れを決定し、正式に
一般協定書を交わしました。またこの協定締結に伴い、WBIよ
り特使セリーヌ・マリアージュ氏が、客員研究員として派遣され、
本学を拠点とした活動をスタートさせています。この協定をきっ
かけとして、WBIと本学の共通の関心事である、文化の多様性、
異文化間の対話、多言語主義が促進されるとともに、日本と
ベルギー間の学術協力が進展することが期待されます。

マンガ学部学生による
鞍馬駅前「新・大天狗」が完成

News

02
Student

04

多数の在学生が社会貢献活動やコンテストでの受賞など広く活躍
をしています。詳細はぜひウェブサイトでご覧ください。また、今後も
木野通信では、活躍する在学生や卒業生の情報を紹介していく
予定です。情報をお持ちの方は、広報グループまでお知らせください。

活躍する在学生、卒業生の
情報を募集しています。

●京都精華大学 ウェブサイト
　http://www.kyoto-seika.ac.jp
●広報グループ
　kouhou@kyoto-seika.ac.jp

第12回国際アジア研究会議（ICAS）の主催機関に本学が選
定されました。ICASは、オランダ・ライデンに本部を置く国際
的な研究プラットフォームIIAS（International Institute of 
Asian Studies）によって設立された、アジアを広く学際的な
観点から論じる国際会議です。2年に1度研究大会が行われ、
2,000名～3,000名の参加者を集める世界規模の研究者交
流の場となっています。

第12回国際アジア研究会議の
主催機関に決定

京都精華大学主催「現代アフリカ講座」を、2019年10月から
11月にかけて、京都・四条烏丸のオープンイノベーションカフェ
「KOIN」で開講しました。2018年に東京で開講し、評判を
呼んだ講座の第2弾です。講座のテーマは「現代アフリカの
パワーと可能性を知る～ビジネスの視点から～」。企画・ナ
ビゲーターは日本で唯一のアフリカ出身学長である本学の
ウスビ・サコ学長が担当。各分野の最前線で活躍し、アフリカ
に造詣の深い8名の講師を招いて全5回の講座を実施しま
した。テーマは現地の人たちとつくるビジネスや、現代アフリカ
のアートシーン、アフリカ経済の未来などさまざま。現在、社会
の諸領域から熱い注目を集めているアフリカの今と未来を多
角的な視点から考察できる機会となりました。

アフリカの今と未来を考察する
「現代アフリカ講座」京都で開講

会議名称：The 12th International Convention of Asia Scholars 
 （ICAS 12）（第12回国際アジア研究会議）
開催日程：2021年8月24日（火）～8月27日（金）〈予定〉
会　　場：国立京都国際会館ほか
参 加 者：世界70カ国から約2,000名を予定
運営組織：京都精華大学・大学コンソーシアム京都・JETROほか

イベント情報
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京都精華大学と国際日本文化研究センター（日文研）は、学術
交流・協力を推進することにより、相互の研究・教育の一層の
進展と地域社会の発展に貢献するため、基本協定を締結しま
した。2019年10月、日文研の小松和彦所長や本学ウスビ・
サコ学長ほか出席のもとで、調印式を執り行いました。本学と
日文研は、かねてより「大衆文化研究プロジェクト」や「テレビ
CMデータベース研究」等の活動において相互協力関係が
ありましたが、今回の協定締結を機に、共同研究や人材交流、
施設の相互利用を積極的に行っていきます。これにより、学術
交流や研究協力が一層促進されるものと考えています。今後、
学生を交えた研究交流に向けて、関係者が定期的に集う機会
を設けていく予定です。

国際日本文化研究センターと
基本協定を締結

News

06

2019年10月、叡山電鉄との産学連携事業として、デザイン学
部建築コースの学生たちが京都精華大前駅の駅舎のリノベー
ションに取り組みました。1989年に開業し、30周年を迎えた
京都精華大前駅は、本学に直結する駅として多くの学生が
利用しています。今回のデザインコンセプトは「ダイバーステー
ション（Diverse＋station）」。2016年に発表した「京都精華
大学ダイバーシティ推進宣言」の考え方にのっとり、多様性を
表現する駅舎をめざしました。新しい駅舎は、すべての光の色
が混じり合った白色、すべての物質の色が混じり合った黒色を
基調にイメージを一新。メッセージボードや作品展示台も設置
し、地域の方と本学関係者の交流活性化を図ります。

建築コースの学生たちが
叡電「京都精華大前」駅をリノベーション

Student
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※2019年12月時点の情報です

第11回会議の様子
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本学のさらなる教育・研究活動の充実、学生活動の支援のため、
温かいご支援・ご協力を心よりお願い申し上げます。

木野通信
木野通信　第73号
2019年12月1日 発行

京都精華大学 広報グループ
〒606-8588 京都市左京区岩倉木野町137
TEL 075-702-5197　www.kyoto-seika.ac.jp

KINO PRESS.

芸術学部
［造形学科］
洋画専攻
日本画専攻
立体造形専攻
陶芸専攻
テキスタイル専攻
版画専攻
映像専攻

デザイン学部
［イラスト学科］
イラストコース

［ビジュアルデザイン学科］
グラフィックデザインコース
デジタルクリエイションコース

［プロダクトデザイン学科］
プロダクトコミュニケーションコース
ライフクリエイションコース

［建築学科］
建築コース

マンガ学部
［マンガ学科］
新世代マンガコース
カートゥーンコース
ストーリーマンガコース
キャラクターデザインコース
マンガプロデュースコース
ギャグマンガコース

［アニメーション学科］
アニメーションコース

ポピュラーカルチャー学部
［ポピュラーカルチャー学科］
音楽コース
ファッションコース

人文学部
［総合人文学科］
文学専攻
歴史専攻
社会専攻

大学院
芸術研究科
デザイン研究科
マンガ研究科
人文学研究科

京都精華大学～ご支援くださる皆様へ～
（ご寄付のお願い）

人間と存在、自他の関係性について考察し描いている他者としての「顔」。オンラインとオフラ
インをシームレスに移動することができるようになった現代において、人間はいくつもの自分
を手に入れた。常に変化し続ける私たちのポートレート。

表紙の作品
大西晃生さん　デザイン学部イラストコース卒業
『何だって分かる、自分のこと以外なら』
素　材：キャンバス、アクリル、コンクリートブロック
サイズ：2460×2460×2430 mm

本冊子は文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に係る交付金から一部支出しています。

●寄付募集Webサイト
　https://www.kyoto-seika.ac.jp/donate/
　寄付使途はご意向に沿った運用をさせていただきます。

●古本募金 Webサイト
　http://kishapon.com/seika/
　読み終えられた本やＤＶＤなどが京都精華大学への寄付となります。

2019年4月から9月までに、法人・個人あわせて30件、合計956,186円のご寄付をいた
だきました。また、古本募金の書籍類は41件、3,823冊のご提供を受け、合計77,319円
分のご寄付となりました。保護者や卒業生の方々をはじめ、ご協力いただいた皆様、まことに
ありがとうございました。引き続き、ご支援・ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

お問い合わせ（リーフレット請求先）
京都精華大学 経営企画グループ 寄付募集担当
E-mail：kikaku@kyoto-seika.ac.jp
TEL 075-702-5201
FAX 075-702-5391

『木野通信』送付先ご住所等の変更を希望される方は、
木野会ホームページまたはFAXで変更事項をご連絡ください。

京都精華大学 経営企画グループ 木野会事務局
http://seikajin.com/
FAX 075-702-5391

※2021年度に国際文化学部、
　メディア表現学部を設置予定です。




